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A-1) 専門領域：光物理化学

A-2) 研究課題：

a) 光のナイフの創成―内殻準位励起後のサイト選択的解離の研究

A-3) 研究活動の概略と主な成果

a) 分子全体に非局在化している価電子と異なり、内殻電子は元々属していた原子付近に局在化している。一つの分子

中の同じ元素の同じ内殻の準位でも、その原子の周囲の結合などの環境によって内殻電子の励起エネルギーは変化

する（例えば、CF3CH3）。そこで、照射光のエネルギーを厳密に選ぶと、分子を構成する原子のうち特定のもののみを

選択的に励起することが可能であると考えられる。その結果、その原子との結合だけが選択的に切れるようなサイ

ト選択的解離反応を起こすことができる。このような発想に基づいて、放射光と同時計数法を用いて、内殻電子励起

後の励起サイトに選択的な解離反応を検討し、分子中の原子の位置によって反応がどのように変化するかを研究し

た。
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B-3)　総説、著書
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B-4) 招待講演

長岡伸一 , 「内殻励起を用いた表面脱離の研究；分子メスへの応用を目指して」, 第28回表面科学研究会, つくば, 2000

年2月.

B-6) 学会および社会的活動

学会の組織委員

第13回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム実行委員(2000).

分子科学研究所研究会「内殼電子励起状態とダイナミックス―現状と展望―」主催者(2000).

科学研究費の研究代表者、班長等

特定領域研究「電子励起を用いた原子分子操作」班長(1999-2001).

B-7) 他大学での講義、客員

愛媛大学理学部,「磁気化学」, 2000年8月1日－3日.

愛媛大学理学部,「分子構造論」, 2000年8月4日－7日.

広島大学放射光科学研究センター, 客員研究員, 1999年7月－.

C) 研究活動の課題と展望

今後は、UVSORのBL2B1、BL3A2、BL8B1ビームラインを用いて、放射光励起による表面および気相におけるサイト選択的

解離反応を研究する。また、電子線励起の実験装置を実験室で製作している。本装置は、内殻電子励起状態、あるいはオー

ジェ終状態を選別して、エネルギー選別したイオンの収量を定量的の測定でき、本研究に最も適しているとともに世界的に

前例が無い装置である。


